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○荒川区芸術文化振興プランを踏まえ、関係部署や指定管理者及び芸術文化団体と連携し、芸術
　文化振興の一層の推進を図る。
○特にＡＣＣについては、公益財団としての信頼性と、民間団体としての機動力を活かし、区内
　芸術文化団体等の支援推進母体としての役割を強化する。
○交流都市や交流事業については、地域振興だけでなく産業振興や災害時相互支援など、各交流
　都市の地域特性を活かし幅広い交流を進め、区内の活性化を図る。
○交流都市への区民の訪問について、区内の各種団体において国内外の交流都市との継続的交流
　事業が実施できるよう支援体制を整備し、相互の交流を活性化する。
○荒川ふるさと文化館について、大規模博物館にはない地域の郷土資料館ならではの特性を生か
　した企画展を開催し、区の魅力を発信していく。

－ －－
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１　区民が優れた芸術文化に身近なところでふれ、親しめるよう、区内の文化施設で文化芸術事
　　業を実施するとともに、活動の場や機会の提供、活動費の補助等を行い、区民の自主的活動
　　を支援している。
２　荒川区の芸術文化振興については、公益財団法人となった荒川区芸術文化振興財団（ＡＣ
　　Ｃ）と連携し、芸術文化を区民の中に深める活動を充実する必要がある。
３　現在、国内26都市、海外4都市との交流があるが、その度合、態様には濃淡がある。各都市
　　の特性を把握し、相互補完的な交流をすることにより、荒川区にはない文化や自然環境を
　　区民に提供し、より豊かな区民生活の実現を目指す。
４　荒川ふるさと文化館は、荒川区の歴史や文化について、児童・生徒を始め、多くの区民に正
　　しく伝え、郷土に対する誇りと愛着を持ってもらうために必要不可欠である。荒川区の歴史
　　や文化についてより深く理解してもらうために、企画展示等の事業について検討する必要が
　　ある。
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18,610

　荒川区の歴史や文化を伝える文化財、史跡、伝統
的工芸技術を保存・継承していくことは重要である
ため、内容を充実して実施する。

　区のイメージや文化度はまちの魅力の大きな要素
である。自治体間競争が厳しさを増す中、国際交流
の視点も取り入れた、より総合的で戦略的な芸術文
化施策が望まれる。

　区民の国際理解のために欠かせない施策であると
ともに、地域の振興や産業振興、文化振興という観
点からも、重要な役割を担っている。
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23,863
展示室観覧者＋郷土学習室利
用者

25,000

平成25年度にあらかわＥモニ
ターアンケート調査予定

50%

関連部名 教育委員会事務局
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－
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文化創造都市[Ⅴ]分野
行政評価
事業体系

  区民が優れた芸術文化に触れる機会を拡充するとともに、区民の自主的な文化活動を促進する。ま
た、活力に満ち魅力ある地域社会を実現するため、国内・海外都市との幅広い交流を積極的に推進す
る。併せて、区内に伝わる有形・無形の文化財を保存し、継承する。
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自ら芸術文化活動を行ってい
る区民の割合

－

交流事業の認知度と評価

－ － 30%

－

荒川区の芸術文化振興に関す
る取り組みや文化施設に対す
る満足度

50%
平成25年度にあらかわＥモニ
ターアンケート調査予定

区民生活部
部長名 高梨 内線 2500
部名
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伝統文化の継承と都市間交流の推進 政策No 09
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